
Q

Q
Q

Q Q

活用を検討
してみたい
26.9%

活用の予定なし
57.7%

無回答
15.4%

当センターでは、請負・委任の他に、労働者派遣事業も
できるようになりました。この事業では、社員の方から
指揮命令を受けての就業や、混在就業等が可能となります。
今後、派遣の活用を検討してみたい業務はありますか。

満足
62.5%

まあ満足
25.0%

普通
12.5%

当センターを活用の結果、満足度はどうですか。

コスト削減
22.2%

業務体制の強化
11.1%

労務管理の削減
22.2%公益法人の

信頼性
11.1%

高齢者の
知識・経験
16.7%

高齢者の
生きがいに寄与
16.7%

当センターを活用の際、何を期待しましたか。
（複数回答可）

業務の単価表
27.9%

実施可能な
業務リスト
24.6%会員の

知識・スキル
17.2%受注業務の実績

4.1%

センターの
理念・仕組み
4.1%

ホームページ
の充実
2.5%

契約等の
事務手続き
8.2%

無回答
8.2%

相談・受付体制の充実
3.3%

当センターの新たな利用を検討する際、
必要な情報等は何ですか。

（複数回答可）

技能分野
19.7%

事務分野
9.1%

管理分野
7.6%渉外分野

4.5%

一般作業分野
24.2%

サービス分野
18.2%

無回答
10.6%

技術分野
6.1%

「当センターを活用していない」が、今後、
当センターの活用を検討してみたい業務は、

どれですか。（複数回答可）

（1）

習志野市屋敷4-6-6 東部保健福祉センター内
TEL493-8011　FAX493-8040

URL:http://webc.sjc.ne.jp/narashino/　E-mail:narashino@sjc.ne.jp

公益社団法人 習志野市シルバー人材センター

No.164

平成28年3月31日現在
会員数：938名

　　男性764名 女性174名

事業所等アンケート調査の結果
　地域の高齢者の活用に対する、地域事業所等の意向、期
待等を把握し、就業機会確保、地域貢献活動等の資料とす
ることを目的に平成25年度に続き２回目の調査を実施し
ました。ご協力いただきました皆様にお礼を申し上げ、
調査結果の一部をご報告させていただきます。
○調査期間　平成28年1月25日〜2月19日
○調査対象　就業開拓活動による情報の中から無作為に抽出
　　　　　　した250事業所等
○調査方法　調査票を郵送し、回答票（無記名）は同封の返信
　　　　　　用封筒で回収
○回答数　　52件（回答率20・8％）
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が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！
　
わ
た
し
た
ち

　

ま
さ
き
歯
科
医
院
は
平
成
25
年
５
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
診
療
時
間
前
の
ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、就
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
を
振
り
返
る
と
、
一
昨
年
の
台
風
や

60
年
ぶ
り
の
大
雪
の
時
の
大
変
さ
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
が
、
職
場
に
も
す
っ
か
り
馴
染
み
、

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
当
初

２
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
お
仕
事
で
し
た
が
、
現

在
は
４
名
で
就
業
し
て
お
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
私
達
ク

リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
４
名
の
他
、
医
療
器
具
洗
浄

業
務
に
４
名
、
計
８
名
が
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
女
性
の
多
い
職
場
で
す
が
、
院
長
先

生
、副
院
長
先
生
を
は
じ
め
、皆
さ
ん
優
し
く
、

良
い
方
ば
か
り
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
若
い
パ
ワ
ー
に
溢

れ
た
笑
顔
や
顔
見
知
り
に
な
っ
た
患
者
さ
ん

と
の
触
れ
合
い
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
ま

た
、
院
長
先
生
の
愛
犬『
ゴ
ン
ジ
』の
可
愛
ら
し

さ
に
も
癒
さ
れ
、
と
も
す
る
と
単
調
に
な
り
が

ち
な
空
気
に
変
化
と
良
い
刺
激
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
う
し
て
高
齢
者
が
仕
事
を
持
ち
、
生
き
生

き
と
過
ご
せ
る
事
は
、
心
身
の
健
康
促
進
に
も

繋
が
り
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
実
感
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　

【
親
切
・
誠
実
・
思
い
や
り
】を
大
切
に
笑
顔
で

挨
拶
を
心
が
け
、【
勇
気
・
や
る
気
・
元
気
】を

❖ 

職
場
紹
介 

❖
モ
ッ
ト
ー
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
一

員
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
せ
。」

お
客
様
は
私
が
今
日
か
ら
の
店
員
と

は
見
分
け
が
つ
か
ず
、
品
物
の
場
所
を

聞
か
れ
た
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
四
時

間
だ
っ
た
。

　

私
は
改
め
て
健
康
で
働
け
る
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
た
。
そ
し
て
、

久
し
ぶ
り
の
午
後
の
自
由
時
間
。
毎

日
が
自
由
時
間
だ
っ
た
が
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
生
活
が
戻
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
十
一
月
一
日
の
出
来

事
で
す
。

　

現
在
も
こ
の
お
仕
事
を
続
け
て
い

て
こ
の
仕
事
こ
そ
が「
私
の
生
き
が

い
」に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
七
十
過
ぎ
で
仕
事
に
行

く
こ
と
が
で
き
る
幸
せ
、
多
く
の
人
と

話
せ
る
幸
せ
。

　

少
し
で
も
長
く
続
け
ら
れ
る
こ
と

を
祈
る
毎
日
で
す
。

　

今
日
か
ら
久
し
ぶ
り
に
仕
事
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

私
は
七
十
二
歳
。
十
二
年
ぶ
り

の
お
勤
め
だ
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
平

成
二
十
七
年
七
月
二
十
五
日
に
入

会
し
て
初
め
て
の
仕
事
と
な
る
。

自
宅
か
ら
自
転
車
で
三
分
ほ
ど
で

行
け
る
ス
ー
パ
ー
の
品
出
し
の
仕

事
だ
。
就
業
時
間
は
午
前
八
時
か

ら
正
午
ま
で
の
四
時
間
。
先
週
に

研
修
を
１
日
行
い
、今
日
か
ら
正
式

就
業
で
あ
る
。

　

指
定
の
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
を
か

ぶ
り
、段
ボ
ー
ル
箱
を
積
ん
だ
台
車

を
店
内
へ
運
ぶ
。
今
日
は
パ
ン
を

並
べ
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
次
は

冷
凍
食
品
。
こ
の
ス
ー
パ
ー
に
は

お
客
と
し
て
よ
く
来
て
い
る
が
パ

ン
、冷
凍
食
品
と
も
前
々
か
ら
種
類

の
多
さ
に
驚
い
て
お
り
探
す
だ
け

で
も
大
変
で
あ
る
。

　

開
店
の
合
図
で
売
り
場
の
通
路

に
並
び
、

「
私
の
生
き
が
い
」

山
﨑
　
万
里
子（
東
習
志
野
地
区
）

 

ま
さ
き
歯
科
医
院

山
口
昭
子
（
津
田
沼
地
区
）

2016 年 4月号（通算 164号） （2）



あ
の
こ
ろ
の

　
　
　

習
志
野
の
風
景
②

▶︎谷津遊園
開園は意外と古
く、大正１４年。
昭和に入ってから
海水プール、野球
場が造成され米大
リーグも招へいし
たという記録も残
っています。

▶伊藤飛行機研究所（鷺沼海岸
女流飛行士１号誕生の地）
稲毛海岸にあった飛行場が、災害（大
暴風雨）の影響で鷺沼海岸に移転。
そこで誕生したのが女流飛行士「兵
頭　精さん」です。
（昭和６年撮影）

▶クジラがあがった
昭和 29年ころ、鷺沼浦（現在の袖ケ
浦５丁目）でクジラがあがったこと
がありました。その名残が「袖ヶ浦
西近隣公園」にあるモニュメントで
す。

　

フ
ナ
バ
ラ
ヨ
シ
ノ（
船
原
吉
野
）

        

関  

博
夫（
花
咲
地
区
）

　

就
業
先
へ
の
途
上
、『
実
籾
本
郷
公

園
』横
の
多
目
的
広
場（
野
球
場
）内
に

数
十
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
の
桜
は
結
構
綺
麗
な
の
で
４
～

５
年
前
か
ら
毎
年
花
見
に
来
て
い
る
。

　
〝
桜
〟と
い
え
ば【
八
重
桜
】か【
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
】が
有
名
で
、
公
園
内
に
も

そ
の
他
に【
河
津
ザ
ク
ラ
】が
追
加
に

な
っ
た
程
度
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
、野
球
場
の
レ
フ
ト
ポ
ー

ル
付
近
に

【
フ
ナ
バ
ラ
ヨ
シ
ノ（
船
原
吉
野
）】「
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
似
て
い
て
、４
月
上
旬

に
白
色
で
一
重
の
花
が
咲
く
。
竹
中

博
士
が
三
十
年
前
に
伊
豆
半
島
の
船

原
峠
の
山
中
で
発
見
…
」

と
、プ
レ
ー
ト
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

船
原
峠
と
い
う
と
私
の
田
舎
が
近
く
、

昔
は
バ
ス
で
時
々
通
っ
た
も
の
で
す
。

懐
か
し
く
な
り
、つ
い
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
月
は

梅
林
公
園
、

３
月
下
旬

か
ら
４
月

に
か
け
て

は
実
籾
本

郷
公
園
と

決
め
て
、毎

年
、春
の
息

吹
に
触
れ

て
い
る
。

（3） 2016 年 4月号（通算 164号）



　「
生
き
が
い
通
信
」が
皆
さ
ん
の

お
手
元
に
届
く
頃
に
は
桜
前
線
も

北
海
道
に
到
達
し
て
い
る
頃
で

し
ょ
う
か
？

　
桜
の
開
花
時
期
は
毎
年
ほ
ぼ
決

ま
っ
て
お
り
、
気
温
の
変
化
が
激
し

い
年
で
も
一
週
間
と
ず
れ
る
こ
と
は

な
い
そ
う
で
す
。

【
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は
?!
】

　
桜
の
花
芽
は
、
そ
の
年
の
花
が
散

り
、
夏
ご
ろ
ま
で
に
は
翌
年
の
花
芽

が
つ
く
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
こ
れ

を「
花
芽
分
化
」と
い
い
ま
す
。

　
そ
の
後「
休
眠
」状
態
に
な
り
、
休

眠
し
た
花
芽
は
、
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
の
一
定
期
間
、
低
温
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
で
、
眠
り
か
ら
覚
め
、
開
花

の
準
備
を
徐
々
に
始
め
ま
す
。
こ

れ
を「
休
眠
打
破
」と
い
い
、
気
温
な

ど
の
条
件
さ
え
合
え
ば
、
す
ぐ
に
で

も【
咲
け
る
】と
い
う
状
態
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
は『
開
花
ホ
ル
モ
ン
』

が
重
要
な
カ
ギ
と
な
り
、
越
冬
し
、

寒
さ
を
し
の
ぎ
、
そ
の
後
、
気
温
の

上
昇
と
共
に
開
花
ホ
ル
モ
ン
の
活

動
が
活
発
と
な
り
開
花
の
サ
イ
ン

を
送
る
そ
う
で
す
。

自
然
っ
て
不
思
議
で
す
ね
。

（
広
報
部
会
）

 『
事
業
計
画
』

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、「
自
主
・
自
立
」「
共
働
・

共
助
」の
理
念
の
も
と
、
高
齢
者
に
就
業
の

機
会
を
提
供
し
、生
き
が
い
の
充
実
と
福
祉

の
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、地
域
社
会
づ
く

り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、国
の
高

齢
者
施
策
、
習
志
野
市
が
目
指
す「
未
来
の

た
め
に
～
や
さ
し
さ
で
つ
な
が
る
ま
ち
」基

本
構
想
等
及
び
地
域
と
も
連
携
し
、更
に
公

益
社
団
法
人
と
し
て
の
社
会
的
役
割
を
果

た
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
、「
中
期
基
本
計
画（
平
成
26
年

度
～
平
成
30
年
度
）」に
基
づ
き
次
の
４
項

目
を
重
点
施
策
と
し
て
、事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

①
会
員
の
増
強

②
就
業
機
会
の
拡
大

③
安
全・適
正
就
業
の
推
進

④
運
営
体
制
の
充
実

 『
収
支
予
算
』

　
平
成
28
年
度
収
支
予
算
は
、月
例
経
済
報

告
、平
成
27
年
度
決
算
見
込
み
等
を
踏
ま
え
、

収
支
予
算
総
額
を
経
常
収
益
・
費
用
そ
れ
ぞ
れ

前
年
度
対
比
３
．
４
％
、１
千
６
６
９
万
９
千

円
増
の
５
億
１
２
０
万
８
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

①
経
常
収
益（
収
入
）

受
託
事
業
収
益
で
約
１
千
５
７
０
万
円

増
、
そ
の
他
、
労
働
者
派
遣
事
業
等
受
託

収
益
と
受
取
補
助
金
等
で
増
を
見
込
み

ま
し
た
。

②
経
常
費
用（
支
出
）

経
常
収
益
計
と
同
額
を
見
込
み
、当
期
経

常
増
減
は
、０
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

（
事
務
局
）

編
集
後
記

行
事
予
定

　
平
成
28
年
３
月
23
日
㈬
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、第
12
回
理
事
会
に
お
い
て
、平
成
28
年
度

「
事
業
計
画
」「
収
支
予
算
」が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

６
月
21
日
㈫
に
開
催
予
定
の
定
時
総
会
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

「
事
業
計
画
」 「
収
支
予
算
」

『
川
柳
』
✿ 

老
い
の
坂
　
メ
タ
ボ
と
ボ
ケ
の
　
コ
ラ
ボ
あ
り

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
八
回
転
居　

大
久
保
地
区
）

✿ 

感
謝
す
る
　
言
葉
態
度
で
　
感
謝
さ
れ

（
３
６
７
８
西
田
梓　

藤
崎
地
区
）

✿ 

能
は
な
し
　
取
り
得
あ
る
の
は
　
丈
夫
だ
け

（
２
８
７
４
小
倉
紘　

谷
津
地
区
）

✿ 

ゴ
ミ
出
し
は
　
啄
む
鳥
と
　
知
恵
く
ら
べ

（
３
０
４
８
宮
口　

克
文　

袖
ヶ
浦
地
区
）

✿
良
き
友
と　

語
る
言
葉
も　

は
ず
ん
で
る

（
１
９
１
９
山
口
昭
子　

津
田
沼
地
区
）

お
題
：
今
回
は

お
題
あ
り
ま

せ
ん
。

 

（
自
由
で
す
）

✿
定
年
ご　

生
き
が
い
求
め　

会
員
に

（
１
５
１
６
橘
川　

義
三　

鷺
沼
台
地
区
）

　

今
後
も
皆
様
か
ら『
川
柳
』募
集
い
た
し
ま
す
の

で
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

次
回（
７
月
号
）の
お
題
は
次
の
通
り
で
す
。

　
【
夏
】　
【
五
輪
】

締
め
切
り
は「
６
月
10
日（
金
）」必
着
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

平
成
28
年
度

http://w
ebc.sjc.ne.jp/narashino/

 
入
会
説
明
会（
定
例
） 

◆
毎
週
第
2
、第
3
水
曜
日
午
前
9
時
30
分
〜

▼
シ
ル
バ
ー
会
議
室

 

就
業
相
談（
予
約
制
、会
員
限
定
） 

◆
毎
週
第
2
、第
3
水
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜

　
（
30
分
単
位
）

▼
シ
ル
バ
ー
会
議
室

 

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
販
売 

◆
毎
月
5
日
、20
日　
午
前
9
時
00
分
〜
正
午

▼
袖
ヶ
浦
作
業
所

 

刃
物
研
ぎ
作
業 

毎
月
5
日
、12
日
、20
日　
午
前
9
時
00
分
〜

▼
袖
ヶ
浦
作
業
所

◆
毎
月
第
4
木
曜
日　
午
前
9
時
00
分
〜

▼
シ
ル
バ
ー
作
業
室

※
そ
の
他
、各
町
会
、マ
ン
シ
ョ
ン
、集
合
住
宅

自
治
会
な
ど
へ
出
張
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
詳
細
は
、シ
ル
バ
ー
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

書
道
教
室 

◆
毎
月
第
1
、第
3
火
曜
日　
午
後
1
時
30
分
〜

▼
シ
ル
バ
ー
会
議
室

※
入
会
希
望
の
方
は
、シ
ル
バ
ー
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
）

『
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
変
更
の
お
知
ら
せ
』

　
次
の
よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。「
リ
ン
ク
集
」「
お
気
に

入
り
」等
変
更
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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